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201４年3月5日 

日本空港ビルデング株式会社 

羽田空港 国内線 第2旅客ターミナル 3階 

「ディスカバリーミュージアム」 第１３回企画展について 

日本空港ビルデング株式会社は、第２旅客ターミナル「ディスカバリーミュージア

ム」※１において、201４年３月１５日（土）より第1３回企画展「永青文庫コレク

ション 細川家珠玉の名碗」を開催致します。 

 細川家は代々、茶の湯の文化に深く親しんだことで知られています。二代忠
た だ

興
お き

（１５

６３～１６４５）は戦国武将でありながら、千利休（１５２２～１５９１）の高弟のひ

とりに数えられる茶人でもありました。本展では細川家に伝来する重要美術品である

「黒楽
くろらく

茶碗
ちゃわん

 おとごぜ」（前期のみ展示）をはじめとする中世以前の作品や近現代の人間

国宝の作品などを含めた２５点を展示します。茶の家に伝来する多彩な名碗の数々に歴

史を超えて流れる「和の美学と技」をディスカバリー（発見）してください。 

 

記 
 

１.次回企画展  「永青文庫コレクション 細川家珠玉の名碗」（入場無料） 

２.期   間 【前期】201４年３月１５日(土)～４月２０日(日) 

【後期】201４年４月２２日(火)～６月１５日(日) 

※前期・後期では、一部の作品の展示替えを行います。 

※201４年４月２１日(月)は展示替えのため休館致します。 

※期間中、毎週水曜日（14:00～、16:00～）にギャラリートークを実施予定。 
 

３.ディスカバリーミュージアム概要 

（１）場  所 第２旅客ターミナル３階 

（２）開館時間 平 日  11:00～18:30（最終入場18: 00） 

        土日祝日 10:00～18:30（最終入場18:00） 

（３）電話番号 03－6428－8735 

（４）ホームページ http://www.discovery-museum.com 

 
※１ 第２旅客ターミナル３階南端にある日本初の空港内美術館。 

永青文庫※２の常設企画展示施設として 2010 年 10 月に開設しました。 

※２ 700 年の歴史を持つ細川家の至宝を管理し、国宝 8 点、重要文化財 

3２点を含む、およそ 6,000 点の美術工芸品と 50,000 点以上に 

のぼる歴史文書を所蔵している美術館。 

 

■２０１４年企画展スケジュール 

第１４回企画展「細川家の絵師たち」２０１４年６月中旬～９月初旬予定 

第１５回企画展「平家物語と太平記の世界」２０１４年９月中旬～１２月下旬予定 

以 上 

日本空港ビルデング株式会社 

     http://www.tokyo-airport-bldg.co.jp 

 

【 本件に関するお問い合わせ先 】 

日本空港ビルデング株式会社 経営企画本部 広報部 広告・イベント課 

電  話（03）5757－8520（9:00～17:30）※土日祝日除く 

http://www.discovery-museum.com/


Japan Airport Terminal Co.,Ltd. 

【主要作品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大高麗
だいこうらい

茶碗
ちゃわん

 三
さん

斎
さい

公
こう

所用
しょよう

 

 

白い釉薬が粉を引いたような高麗茶碗で粉引茶碗という。

本碗は片口の注ぎ口を欠いて茶碗に転用したもので、細川

家の 2 代忠興（三斎）の秘蔵であった。 

茶碗 彩
さい

碗
わん

 河井寛次郎（1890～1966）作 

 

人間国宝、文化勲章等全て辞退し、生涯無位無冠の一陶工

を貫いた河井寛次郎。その作品は無骨さと精巧さが共存す

る。本碗も壮烈さの中に、柔らかさが感じられる。 

黒楽
くろらく

茶碗
ちゃわん

 おとごぜ [重要美術品] 

 

楽茶碗は千利休の創意で長次郎が始めた茶碗。本碗も細川

三斎が長次郎に焼かせたと伝わる。胴のなかほどが内にす

ぼまり、口縁はゆったりと起伏する。 

刷毛
は け

目
め

茶碗
ちゃわん

〈特別出品〉 

細川護煕（1938～）作 

 

刷毛目茶碗は、高麗茶碗の一種で、釉の下に白泥を刷毛で

塗り回したもの。スピード感のある刷毛目が力強い景色に

なっている。 

茶碗 横山大観（1868～1958）絵 

清水六兵衛（1875～1959）作 

 

日本画家の横山大観は、着物の図柄や陶磁器の絵付けも手

掛けた。絵付けは、本碗のように京都の陶芸家・五代清水

六兵衛の作品に多く行っている。 

吉 州
きっしゅう

窯
よう

  木葉
こ の は

天目
てんもく

茶碗
ちゃわん

 

 

中国・江西省の吉州窯で焼かれた木の葉文様のある茶碗。

木の葉を実際に漆黒の鉄釉がかかった見込みに置いて焼成

したものである。 

  

 




